
エレミヤ書 ９章（７０人訳） 

 

１ 誰が私の頭に水をくれるのか、また私の目に涙の泉をくれるのか？そうすれば、 

私はこの私の民のために私の民の娘の殺害のために日も夜も泣くものを。 

 

２ 誰が私に荒野のもっとも離れた小屋をくれるのか？私が私の民を離れて、彼らを去る

ために？それは彼らがみな姦淫を犯し、逆らう人々の集まりとなったから。 

 

３ 彼らは舌を弓の様に曲げた： 地には忠実ではなく、偽りが蔓延した； 

それは彼らが邪悪から邪悪へと進み、私を知らないから、と主はいわれる。 

 

４ あなたは隣人に気をつけよ、あなたの兄弟をも信頼するな： 

それは全てのものが取って代わり、そして全ての友がずる賢く歩くからである。 

 

５ 全てのものが彼の友をあざける；彼らは真理を語らない： 

彼らの舌は偽りを語ることを学び；彼らは不正を行なう、彼らは戻ろうとして、それ

をやめたりはしない。 

 

６ 高利貸しの上に高利貸し、偽りの上に偽り： 

彼らは私を知ろうとしない、と主はいわれる。 

 

７ それゆえ、このように主はいわれる、見よ、私は彼らを火で試す、 

そして彼らを選別する；それは私の民の娘の邪悪さのために私はこうするのだ。 

 

８ 彼らの舌は傷つける矢、彼らの口のことばは偽り：ある人は彼の隣人に平和を語るが、

しかし、彼自身のうちに敵意が残る。 

 

９ 私はこのようなことがらのために訪れないか？と主はいわれる： 

そして私の魂はこのような民のこのようなことに復讐しないか？  

 

１０ 山に対して哀歌をとれ、そして荒野の道に対して悲しい挽歌をとれ、 

それは、彼らは人の望みのために荒廃したからである；  

彼らは空の鳥、家畜から命の音を聞かない：彼らは驚き、彼らは行く。 

 

１１ そして私はエルサレムの住民を移す、そしてそこを竜の住む場所とする； 

そして私は確かにユダの町をまったく荒廃させる、そのため彼らは住めなくなる。 



 

１２ これを悟る賢いものは誰か？ 彼にあてられた主の口のことばを持つ彼にあなたに

語らせよ、どうしてこの地は破壊されたのか、砂漠のように火で破壊されたのか？

誰もそこを通らないように。 

 

１３ そして主は私にいわれた、彼らが彼らの前に私が備えた私の律法を捨て、私の声に

聞かないから； 

 

１４ かえって彼らの邪悪な心の欲望に従ったので、また彼らの先祖が彼らに教えた偶像

に従い、これらを礼拝したので、 

 

１５ それゆえイスラエルの主である神はこういわれる、見よ、私は彼らにトラブルを食

らわせ、そして彼らに苦味の水を飲ませる。 

 

１６ そして私は彼らを国々の間に散らせる、彼らも彼らの父祖さえ知らなかった人々へ

と；そして私は彼らに剣を送る、それにより私が彼らを滅ぼし尽くすまで。 

 

１７ このように主はいわれる、あなたは泣き女を連れて来い、そして彼らを来させよ；

そして賢い女へと送れ、彼らに声をださせよ； 

 

１８ そして彼らにあなたのために哀歌をとらせよ、そしてあなたの目は涙を注ぎだせ、 

そしてあなたのまぶたは涙を落とせ。 

 

１９ それはシオンにおいて哀歌の声が聞こえるためである、いかにして我々は惨めなも

のとなったのか、私たちは大いに恥じる、それは私たちが土地を捨て、私たちの幕

屋を捨てたからである！ 

 

２０ 今聞け、女よ、神のことばを、そして彼の口からのことばをあなたの耳で受けよ、 

そしてあなたの娘に哀歌を教えよ、そして全ての女、彼女の隣人に挽歌を教えよ。 

 

２１ それは死があなたの窓を通して上ってくるからである、それは私たちの土地へ入る、

幼児を殺し、なくなるようにし、そして道から若い男を去らす。 

 

２２ そして人々の死体はあなたの地の野の表面のみせしめとなる、刈るもののあとの草

のようになる、そして彼らを集めるものはいなくなる。 

 



２３ このように主はいわれる、知恵あるものは自分の知恵を誇るな、強いものは自分の

力を誇るな、富める人は彼の富を誇るな； 

 

２４ しかし誇るものはこれを誇れ、私が主であり、地の上に恵みを施し、裁きを行い、

義を行なうものであることを悟り知っていることを；  

それはこれらのことに私の喜びがある、からと主はいわれる。 

 

２５ 見よ、日が来る、主はいわれる、私が全ての割礼を行なったものへと彼らの無割礼

を訪れる日が。 

 

２６ エジプトに、ユダ、エドム、アモン人の子ら、モアブの子らを、そして彼の顔をみ

な剃っている全てのものを、荒野に住むものをも；  

それは全ての異邦人は肉において無割礼であり、そしてイスラエルの全ての家はそ

の心において無割礼だからである。 

 

 




